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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

総００１ 項　　目　　名 長期借入金元金償還金

予算書項目 長期借入金元金償還金 ページ 33 所　　属　　名

総務部 
行財政改革課年度 H29

一般会計 【問合せ先】財務係 0857-20-3111 
 
【１０次総の施策体系】5301 
 
【事業の目的及び効果】 
　道路及び公共施設等の整備のために借り入れた起債の元金償還金 
 
【事業の内容】 
　起債の繰上償還元金。

　①布袋工業団地関連施設整備事業の過大借入によるもの　8,000千円
　②河原インター山手工業団地内の市道の一部を工業団地
　　用地に用途変更することによるもの　　　　　　　　　　 93千円

款 公債費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 8,093 0 

公債費

目 元金

補正前額 9,100,939 

要求額 8,093 

総務部長段階査定額 8,093 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 8,093 諸収入 0 

計 8,093 その他 0 

行財政改革課処理欄

- 1 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 540 諸収入 0 

計 540 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 540 0 

総務管理費

目 財産管理費

補正前額 2,755 

要求額 540 

総務部長段階査定額 540 

一般会計 【問合せ先】財産政策第一係　0857-20-3851 
 
【１０次総の施策体系】5501 
 
【事業の経過及び背景】 
　総務省より「統一的な基準による地方公会計の整備促進について」の通知があり、そ の
中で、固定資産台帳を含む財務書類等の作成について要請があることから、固定資産台帳
の整備及び継続的な管理体制を構築し、今後の財政運営に生かしていく。 
 
【事業の目的及び効果】 
　本市全体の資産を適切に把握・管理し、財務書類等の作成に向け、公共施設等の維持管 
理・修繕・更新等に係る中長期的な経費の見込みを算出、公共施設等の総合的な管理に活 
用していく。各種資産の調査、データ作成を行い、固定資産台帳の整備を行う。 
 
【事業の内容】 
　公会計（固定資産台帳）システムの保守委託料

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

総調００１ 項　　目　　名 固定資産台帳整備事業費

予算書項目 財産管理費 ページ 21 所　　属　　名

総務部総務調整局 
財産経営課年度 H29
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 2,000 0 

一般財源 0 諸収入 2,000 

計 2,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,000 0 

総務管理費

目 諸費

補正前額 4,000 

要求額 2,000 

総務部長段階査定額 2,000 

一般会計 【問い合わせ先】危機対策係　0857-20-3127 
 
【10次総の施策体系】4101 
 
【事業の経過及び背景】 
　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として、集会施設やコ 
ミュニティ活動備品の整備、安全な地域づくりと共生のまちづくり等に対して助成を行い 
、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民 
福祉向上に寄与するための事業を行っている。 このたび、若葉台地区自主防災会連絡協議
会が申請していた事業が採択されたことによるもの。（平成29年3月29日決定）
 
【事業の目的及び効果】 
　コミュニティ助成事業を活用した地域防災組織等における活動備品整備により、地域防 
災力の向上を図る。 
 
【事業の内容】
　若葉台地区自主防災会連絡協議会の小型動力消防ポンプ（1台）購入費への一部助成。

【事業実績】 
＜コミュニティ助成事業＞
　○平成２６年度 … 大正地区自主防災会連絡協議会 
　○平成２７年度 … 勝見町自主防災会 
　○平成２８年度 … 南吉成自主防災会

　※その他財源の諸収入は、コミュニティ事業助成金

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

防００１ 項　　目　　名 自主防災活動補助金

予算書項目 総合防災対策費 ページ 21 所　　属　　名

総務部防災調整監 
危機管理課年度 H29

- 3 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 1,387 0 

一般財源 0 諸収入 1,387 

計 1,387 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,387 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 0 

要求額 1,387 

総務部長段階査定額 1,387 

一般会計 【問合せ先】文化芸術係 0857-20-3226 

【１０次総の施策体系】3301 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取世界おもちゃ館の指定管理委託料については、指定管理者が公益事業及びおもちゃ 
を通じた特色ある地域文化振興事業を実施するための基金を造成し、市が指定管理者から 
返納される前年度委託料差額を財源とし、そのうち経営努力によらない額を控除した額の 
２／３を上限として基金積立事業の補助をすることとしている（「鳥取世界おもちゃ館の 
管理運営に関する協定書」第２１条第６項）。 

【事業の目的及び効果】
　基金積立事業の補助を行うことにより、おもちゃをテーマとした事業の充実及び指定管
理施設の利用者へのサービスの向上や機能の充実につなげることを目的とする。

【事業の内容】 
(1)　補助金の名称　　　　　鳥取世界おもちゃ館基金積立事業補助金 
(2)　対象とする事業の範囲　指定管理者が行う公益目的の事業及び特色ある地域文化振 
　　　　　　　　　　　　　 興事業 
(3)　事業実施者　　　　　　公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館(指定管理者) 
(4)　平成２８年度指定管理委託料返納予定額 
　　　　　　　　　　　　　 金　２，４１１　千円 
(5)　返納予定額のうち経営努力によらない額 
　　　　　　　　　　　　　 金　    ３２９　千円 
(6)　補助予定額　　　　　　金　１，３８７　千円　　　　　　　　 

　※その他財源の諸収入は、前年度指定管理委託料返納金の一部
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

企００１ 項　　目　　名 鳥取世界おもちゃ館基金積立事業補助金

予算書項目 鳥取世界おもちゃ館運営委託費等 ページ 21 所　　属　　名

企画推進部 
文化交流課年度 H29

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 2,000 0 

一般財源 0 諸収入 2,000 

計 2,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,000 0 

社会教育費

目 文化振興費

補正前額 0 

要求額 2,000 

総務部長段階査定額 2,000 

一般会計 【問合せ先】文化芸術係 0857-20-3226

【１０次総の施策体系】3301

【事業の経過及び背景】 
　(一財)自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として実施するコミュニティ助成
事業に、古市町内会が申請していた事業が採択されたことによるもの（平成２９年３月２
４日決定）。
　当該助成事業は、地方自治体を通じて申請者へ助成金を交付する。

【事業の目的及び効果】
　コミュニティ活動を実施する団体に助成を行うことにより、地域コミュニティの健全な
発展を図る。

【事業の内容】 
　事  業  名：古市町内会地域伝統芸能備品整備事業 
　内    　容：古市町内会に伝承する麒麟獅子舞の用具が老朽化したため新調又は修繕
　　　　　　　する もの 
　実施団体  ：鳥取市古市町内会 
　補助予定額：２，０００千円
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
【事業の実績】
　平成２６年度　１件　１，９００千円（金沢集落）
　平成２７年度　１件　１，５００千円（刈地集落）
　平成２８年度　該当なし

　※その他財源の諸収入は、コミュニティ事業助成金

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

企００２ 項　　目　　名 コミュニティ助成事業費

予算書項目 文化振興費 ページ 31 所　　属　　名

企画推進部 
文化交流課年度 H29
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,067 諸収入 0 

計 3,833 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 3,833 0 

社会教育費

目 文化振興費

補正前額 2,575 

要求額 4,255 

総務部長段階査定額 3,833 

一般会計 【問合せ先】文化芸術係 0857-20-3226 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【事業の経過及び背景】 
　鳥取市民美術展はこれまで県立博物館を会場に開催してきたが、平成２３年度より県立 
博物館の都合により開催時期が不定期となり、出品者の制作活動に支障をきたしており、 
多くの改善要望があった。 
 
【事業の目的及び効果】 
　平成２９年度（第５６回）市民美術展は当初、県立博物館にて６月に開催を検討してい
たが、次のとおり変更する。
　　会期：平成２９年１１月１２日（日）～１９日（日）
　　会場：鳥取市教育センター　体育館
 
【事業の内容】 
　美術展開催に必要な設備（展示パネル、床シート、展示用ワイヤー・フック等）のリー
ス料および運搬・設営・撤去費。

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 766 0 

企００３ 項　　目　　名 市民美術展開催費

予算書項目 市民美術展開催費 ページ 31 所　　属　　名

企画推進部 
文化交流課年度 H29

- 5 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００１ 項　　目　　名 人材誘致・定住促進対策事業費

予算書項目 総合企画費 ページ 21 所　　属　　名

企画推進部地域振興局 
地域振興課年度 H29

一般会計 【問合せ先】移住定住促進係 0857-20-3184 

【１０次総の施策体系】3201 

【事業の経過及び背景】 
　（一財）地域活性化センターの移住・定住・交流推進支援事業に、河原町西郷地区が申
請していた事業が採択されたことによるもの（平成２９年３月１７日決定）。
　当該事業は、地方自治体を通じて申請者へ補助金を交付する。

【事業の目的及び効果】 
　団体が自主的・主体的に実施する移住・定住・交流を推進する事業に対し支援すること
で、移住定住の推進や交流人口の増加等につなげ、地域の活性化を図る。

【事業の内容】 
　河原町西郷地区が進めている「西郷工芸の郷構想」の一環で行うゲストハウスの整備等
に対し、その経費の一部を助成する。
　補助率：10/10　補助上限：2,000千円

　※その他財源の諸収入は、移住・定住・交流推進支援事業助成金

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,700 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 58,785 

要求額 1,700 

総務部長段階査定額 1,700 

地方債 0 0 

その他 1,700 0 

一般財源 0 諸収入 1,700 

計 1,700 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００２ 項　　目　　名 中山間地域・買い物支援事業費

予算書項目 地域振興対策費 ページ 21 所　　属　　名

企画推進部地域振興局 
地域振興課年度 H29

一般会計 【問合せ先】振興係 0857-20-3185 

【１０次総の施策体系】3202 

【事業の経過及び背景】 
　中山間地域振興対策を強化するため、県事業(県間接補助)を活用して買い物弱者対策等
を推進することを目的として、平成２４年度に鳥取市中山間地域・買い物支援事業補助金
交付要綱を制定した。 

【事業の目的及び効果】 
　中山間地域において買い物弱者を主な対象者として、移動販売車等による買い物支援 の
取り組みを開始しようとする者の起業・運営及び事業拡大に伴う整備等を支援し、買い 物
困難地域における買い物環境の改善を図ることを目的とする。 

【事業の内容】 
　国府地域・用瀬地域において、新規に移動販売を開始する事業者の移動販売車導入及び
運営費に係る経費を助成する。
(補助金交付)
　導入支援：補助率　4/5(県2/5､市2/5)、合併以前複数地域10/10　補助上限8,000千円
　運営支援：補助率  特例中小企業10/10(県1/2､市1/2) 　　　　　補助上限2,000千円
　　　　　　　　　　上記以外の者4/5、2年次2/3、3年次1/3、4～5年次1/6

【事業の実績】
　　　　　　　　　　　　　　H26年度　　　　 H27年度 　　　 H28年度　 
・移動販売運営支援　　　5件 2,248千円 　6件 1,836千円　 5件 1,005千円 
・移動販売車導入支援　　   　-     　　   　-       　　1台 4,755千円 

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 355 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 710 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 4,652 

要求額 710 

総務部長段階査定額 710 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 355 諸収入 0 

計 710 その他 0 

行財政改革課処理欄

- 6 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地００３ 項　　目　　名 地域コミュニティ支援事業費

予算書項目 地域振興費 ページ 21 所　　属　　名

企画推進部地域振興局 
協働推進課年度 H29

一般会計 【問合せ先】コミュニティ支援係 0857-20-3171 

【１０次総の施策体系】3101 

【事業の経過及び背景】 
　(一財)自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として実施するコミュニティ 助成
事業に、①栗谷自治会、②面影一丁目町内会が申請していた事業が採択されたことによる
もの（平成２９年３月２４日決定）。 
　当該助成事業は、地方自治体を通じて申請者へ助成金を交付する。 

【事業の目的及び効果】 
　コミュニティ活動を実施する団体に助成を行うことにより、地域コミュニティの健全な 
発展を図る。 

【事業の内容】 
　①コミュニティ広場への遊具の整備（栗谷自治会） 
　　一般コミュニティ助成事業（補助率１０／１０　限度額２，５００千円） 
　②コミュニティセンターの新築（面影一丁目町内会） 
　　コミュニティセンター助成事業（補助率３／５　限度額１５，０００千円） 

【事業の実績】
　平成２６年度　１件　９，８００千円（和奈見自治会）
　平成２７年度　０件
　平成２８年度　３件　７，５００千円
　（千代水地区まちづくり協議会、まちづくり・いきいき成器の会、古郡家部落）

　※その他財源の諸収入は、コミュニティ事業助成金

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 15,000 0 

総務管理費

目 諸費

補正前額 0 

要求額 15,000 

総務部長段階査定額 15,000 

地方債 0 0 

その他 15,000 0 

一般財源 0 諸収入 15,000 

計 15,000 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００１ 項　　目　　名 過年度分国庫支出金返還金

予算書項目 過年度分国庫支出金返還金 ページ 23 所　　属　　名

福祉部 
高齢社会課年度 H29

一般会計 【問合せ先】事業者管理係 0857-20-3454 

【１０次総の施策体系】 1302

【事業の経過及び背景】 
　平成24年度に既存の小規模多機能型居宅介護事業所を複合型サービス（看護小規模多機
能型居宅介護）に転換させるための施設整備及び開設準備経費に対して交付金の交付を
行ったが、開設に必要となる職員の確保ができないなど、事業の実 施が困難なため、市は
事業者から交付金の返還を受け、国に対し返還を行うもの。
 
【事業の内容・実績】 
　平成24年度地域介護・福祉空間整備事業交付金等返還金
　（複合型サービス事業所増築事業・開設準備事業）　13,866千円

　※その他財源の諸収入は、事業者からの補助金返還金

款 民生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 13,866 0 

社会福祉費

目 社会福祉総務費

補正前額 0 

要求額 13,866 

総務部長段階査定額 13,866 

地方債 0 0 

その他 13,866 0 

一般財源 0 諸収入 13,866 

計 13,866 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 974 諸収入 0 

計 2,036 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,036 0 

児童福祉費

目 児童福祉総務費

補正前額 92 

要求額 2,351 

総務部長段階査定額 2,036 

一般会計 【問合せ先】管理企画係 0857-20-3461 

【１０次総の施策体系】1201 

【事業の経過及び背景】 
　子ども達の将来がその生まれ育った家庭の事情や経済的な環境によって左右されること
なく、また、貧困が世代を超えて連鎖することのない取り組みが重要となっている。 本市
でも平成29年3月に全ての子ども達が夢と希望を持って成長していけるよう、「鳥取市子ど
もの未来応援計画」を策定した。

【事業の目的及び効果】 
　教育や学びを保障し、健やかに育ち成長できる環境を整えるため、関係各部署と関係機
関等が連携し、総合的かつ計画的な推進を図る。 

【事業の内容 】
　「鳥取市こどもの未来応援計画」の推進に向けた子どもの貧困対策推進コーディネー
ター配置（1名）等に要する経費。

款 民生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,062 0 

健００１ 項　　目　　名 子どもの貧困対策推進事業費

予算書項目 子どもの貧困対策推進事業費 ページ 23 所　　属　　名

健康こども部 
こども家庭課年度 H29

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 △ 3,890 諸収入 0 

計 △ 35,010 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 △ 35,010 0 

児童福祉費

目 保育所費

補正前額 191,207 

要求額 △ 35,010 

総務部長段階査定額 △ 35,010 

一般会計 【問合せ先】管理企画係 0857-20-3461 

【１０次総の施策体系】1201

【事業の経過及び背景】 
　近年の保育需要の増大により保育ニーズの低年齢化が進むなか、保育園の収容力不足の 解消や幼
保連携の推進を図るため、対応施設の整備が必要となっている。 

【事業の目的及び効果】 
国の待機児童対策として創設された「保育所等整備交付金」と「安心こども基金」の補助事業とし
て、民間法人 が計画している保育所施設整備に対する助成をおこない、保育所の定員を増加させ、
待機 児童対策に資する 。

【事業の内容】 
①さとに保育園(鳥取市里仁27)　増改築工事 
　補助金交付先　社会福祉法人　さとに会 
　助成額　　　　△100,691千円（見込）　整備分(補助基準額の3/4) 
　建物構造　　　鉄骨造2階建て　定員150名→165名(15名増)
　補正内容　　　保育所整備交付金要綱改正等による増額と平成30年度執行分の減額補正

②ひかりのこ保育園(鳥取市湖山町北六丁目334-2)　小規模保育事業所新設
　補助金交付先　学校法人ひかり幼稚園
　助成額　　　  48,274千円（見込）　整備分(補助基準額の3/4)
　建物構造　　　木造平屋建て　定員18名

③大覚寺ひまわり保育園(鳥取市大覚寺15-5)　小規模保育事業所新設
　補助金交付先　株式会社ＧＲＡＺＩＥ
　助成額　　　  17,407千円（見込）　整備分(補助基準額の3/4)
　建物構造　　　鉄骨造平屋建て　定員19名

款 民生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 △ 31,120 0 

健００２ 項　　目　　名 保育所緊急整備事業費補助金

予算書項目 私立保育園運営施設助成費 ページ 23 所　　属　　名

健康こども部 
こども家庭課年度 H29

- 9 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 3,400 0 

一般財源 0 諸収入 3,400 

計 3,400 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 3,400 0 

児童福祉費

目 保育所費

補正前額 23,563 

要求額 3,400 

総務部長段階査定額 3,400 

一般会計 【問合せ先】管理企画係 0857-20-3461 

【１０次総の施策体系】1201 

【事業の経過及び背景】
　平成29年2月の大雪により、保育園の屋根等が破損した。 

【事業の目的及び効果】
　補修を行い、良好な保育環境の確保に努めるもの 。 

【事業の内容】
　①大正保育園　樋修繕（約150ｍ）　 　2,735千円
　②湖南保育園　屋根雪止め等修繕　　    665千円

　※その他財源の諸収入は、建物等損害共済金

款 民生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

健００３ 項　　目　　名 各保育園特定補修費

予算書項目 保育園施設整備費 ページ 23 所　　属　　名

健康こども部 
こども家庭課年度 H29

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健００４ 項　　目　　名 施設管理費（中央保健センター）

予算書項目 施設管理費 ページ 25 所　　属　　名

健康こども部 
中央保健センター年度 H29

補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 

その他 656 0 

一般財源 780 諸収入 656 

事業の概要　会計名

0 

一般会計 【問合せ先】予防係 0857-20-3191 

【１０次総の施策体系】1301 

【事業の経過及び背景】 
　市民の健康づくりの推進及び自主的な保健活動の振興に資するため、国府・用瀬・佐治 
・気高・鹿野・青谷地区に保健センターを、国府地域と一部旧鳥取市の地域の市民を対象 
に鳥取東健康福祉センターを設置している。
 
【事業の目的及び効果】 
　各地区保健センター、鳥取東健康福祉センターの適切な維持管理をすることにより、保 
健事業のスムーズな運営を図る。 

【事業の内容】 
　①青谷町保健センター吸収冷温水機修繕　　　1,313千円
　②気高地区保健センター車両（1台）更新等経費 123千円

　※その他財源の諸収入は、なりすな負担金

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分

市長段階査定額 1,436 0 

保健衛生費

目 保健衛生総務費

補正前額 72,242 

要求額 1,436 

総務部長段階査定額 1,436 

1,436 その他 0 

行財政改革課処理欄

、

計
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健００５ 項　　目　　名 健康教育・健康相談・訪問指導事業費

予算書項目 健康増進事業費 ページ 25 所　　属　　名

健康こども部 
中央保健センター年度 H29

補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 255 0 

地方債 0 

その他 0 0 

一般財源 255 諸収入 0 

事業の概要　会計名

0 

一般会計 【問合せ先】成人保健係 0857-20-3194
 
【１０次総の施策体系】1301 

【事業の経過及び背景】 
　糖尿病等の生活習慣病は自覚症状がなく進行し、現在の我が国における死亡や要介護状 
態となること等の主な原因の一つにもなっている。市でも同様であり、その対策が急務で 
ある。第２期特定健康診査等実施計画に基づき、特定保健指導対象者以外の人の保健指導 
についても、より適切かつ効果的に保健指導を実施することが必要である。 

【事業の目的及び効果】 
　健康増進法に基づき、健康教育、健康相談、訪問指導を実施し、適切な指導や支援を行 
うことにより、生活習慣病の予防及び介護を要する状態になることを予防し、健康づくり 
を支援する。 

【事業の内容】 
　新人保健師を重点的に育成し、地域保健業務を強化するため、退職保健師等を育成ト
レーナーとして活用する経費（５人×12回）

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分

市長段階査定額 510 0 

保健衛生費

目 健康対策費

補正前額 8,876 

要求額 510 

総務部長段階査定額 510 

510 その他 0 

行財政改革課処理欄

計
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００１ 項　　目　　名 吉岡温泉活性化事業費

予算書項目 観光活動費 ページ 27 所　　属　　名

経済観光部 
観光戦略課年度 H29

一般会計 【問合せ先】観光振興係 0857-20-3227 
 
【１０次総の施策体系】2201 
 
【事業の経過及び背景】 
　鳥取西道路の開通に向けて、本市が取得している吉岡温泉温泉権（毎分100リットル）を
活用した滞在型観光拠点としての吉岡温泉の魅力向上並びに活性化を図るための取組が必
要である。

【事業の目的及び効果】 
　吉岡温泉自治会が主体となり実施する新吉岡温泉会館建設整備事業（平成２９年度着
工、完成）に対して補助することにより、吉岡温泉の魅力向上並びに活性化を図る。

【事業の内容】
　新吉岡温泉会館のペット湯及び一乃湯市場整備に対する助成。
　総事業費：13,907千円
　補助率：1/3
　　※県の「温泉地を愉しむ空間創出プロジェクト支援事業補助金」の間接補助

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 4,636 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 4,636 0 

商工費

目 観光費

補正前額 71,506 

要求額 4,636 

総務部長段階査定額 4,636 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 4,636 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００２ 項　　目　　名 国際観光推進事業費

予算書項目 観光宣伝事業費 ページ 27 所　　属　　名

経済観光部 
観光戦略課年度 H29

一般会計 【問合せ先】観光振興係 0857-20-3227 
 
【１０次総の施策体系】2201 
 
【事業の経過及び背景】
　東アジア（台湾・香港等）からの訪日観光客数が年々増加している中で、本市の認知度
向上による誘客施策の強化が必要である。このような中、平成29年3月に本市が（一財）自
治体国際化協会のインバウンド助成金に申請していた海外プロモーション事業が採択と
なった。

【事業の目的及び効果】 
　東アジア市場をはじめとする環日本海諸国における本市の知名度をアップさせ、外国人 
観光客の受入体制の整備、効果的な誘客宣伝・広報活動を行うことにより、本市の国際観 
光を推進し、地域経済活性化を図る。また、外国人観光客受け入れ態勢を強化し、おもて
なし体制の充実を図る。 
 
【事業の内容】 
　台湾・香港の有名ブロガーを招致して本市の魅力を発信してもらう新型ＦＡＭツアー業
務を、海外の施行会社に委託するもの。

　※その他財源の諸収入は、インバウンド支援事業助成金。

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,500 0 

商工費

目 観光費

補正前額 52,810 

要求額 2,500 

総務部長段階査定額 2,500 

地方債 0 0 

その他 2,500 0 

一般財源 0 諸収入 2,500 

計 2,500 その他 0 

行財政改革課処理欄

- 12 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００３ 項　　目　　名 湖山池周遊観光促進事業費

予算書項目 各種団体補助金負担金 ページ 27 所　　属　　名

経済観光部 
観光戦略課年度 H29

一般会計 【問合せ先】観光政策係 0857-20-3227 
 
【１０次総の施策体系】2201 
 
【事業の経過及び背景】 
　湖山池の観光活用については、湖山池公園の整備や湖山池遊覧船の就航、吉岡温泉館の 
リニューアルなど、環境整備が進められている。一方で鳥取民藝美術館では、昭和３９年
に鳥取民藝活動の祖・吉田璋也によって湖山池北西 岸の高台に建てられた阿弥陀堂の再整
備、観光施設としての活用を計画している。当該施設は本年３ 月に国の登録有形文化財
（建造物）の新規登録に係る答申がなされた。 
 
【事業の目的及び効果】 
　阿弥陀堂からの優れた景観を活かし、湖山池の観光スポットの一つとして整備すること 
で、湖山池遊覧船、吉岡温泉と連携した回遊型、滞在型観光の推進を図る。 
 
【事業の内容】 
　鳥取民藝美術館が実施する阿弥陀堂整備事業への支援 
　　整備内容（予定） 
　　　建物改修（阿弥陀堂、前室、茶室） 
　　　排水処理設備 改修
　　　外構工事 
　※鳥取県の「山陰海岸ジオパーク魅力活用総合補助金」を活用（4,000千円）  

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 4,000 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 8,000 0 

商工費

目 観光費

補正前額 0 

要求額 8,000 

総務部長段階査定額 8,000 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 4,000 諸収入 0 

計 8,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００４ 項　　目　　名 観光地施設整備事業費

予算書項目 観光施設整備事業費 ページ 27 所　　属　　名

経済観光部 
観光戦略課年度 H29

一般会計 【問合せ先】観光政策係　0857-20-3227 
 
【１０次総の施策体系】2201 
 
【事業の目的及び効果】 
　観光地施設の適正な維持管理を行うことにより、良好な景観の保全並びに観光地のイ
メージアップを図る。 
 
【事業の内容】 
　平成２９年３月に柳茶屋キャンプ場内の外灯２基が老朽化により破損したことに伴い、
当該外灯の取替修繕を行うもの。

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 312 0 

商工費

目 観光費

補正前額 10,170 

要求額 312 

総務部長段階査定額 312 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 312 諸収入 0 

計 312 その他 0 

行財政改革課処理欄

- 13 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

経００５ 項　　目　　名 「砂像のまち鳥取」推進事業費

予算書項目 観光宣伝事業費 ページ 27 所　　属　　名

経済観光部 
鳥取砂丘・ジオパーク推進課年度 H29

一般会計 【問合せ先】鳥取砂丘・ジオパーク推進課 0857-20-3036 
 
【１０次総の施策体系】2201 
 
【事業の経過及び背景】 
　平成１８年の砂の美術館第1期展示開催から、砂の美術館を中心に砂像の魅力を広く発信
するため、県内外での砂像制作や世界砂像フェスティバルの開催等砂像を活かしたまちづ
くりを実施している。砂の美術館の認知度は上昇しつつあるが、更なる鳥取砂丘の砂像ブ
ランド力の向上、市民砂像文化の醸成が望まれる。
 
【事業の目的及び効果】 
　「鳥取砂のルネッサンス」をメインテーマに、まちなかで国内砂像彫刻選手権大会やシ
ンボル砂像公開制作、砂像サミット等を開催することで、砂像彫刻家の育成発掘や砂像の
情報発信、全国各地の砂像関係者との情報共有を図るとともに、砂の美術館との相乗効果
による砂像のまち鳥取への積極的な誘客並びに市民への砂像文化の醸成を図る。
　  
【事業の内容】 
　平成２９年１１月に開催する国内砂像彫刻選手権大会に向けて、県外の大学や砂像連
盟、砂像関係者との参加調整・交渉に係る旅費。 

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 370 0 

商工費

目 観光費

補正前額 34,395 

要求額 5,950 

総務部長段階査定額 370 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 370 諸収入 0 

計 370 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,392 諸収入 0 

計 12,740 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 12,740 0 

農業費

目 農業振興費

補正前額 42,696 

要求額 12,740 

総務部長段階査定額 12,740 

一般会計 【問合せ先】生産流通振興室生産振興係 0857-20-3234 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　本市では農地の遊休化、農業者の高齢化が進行する状況下である。その中で、生産規模 
拡大等を目指す意欲ある農業者が作成する計画（プラン）に対し支援を行うことで、地域 
農業の振興、活性化、農業者の所得向上を図ってきた。 

【事業の目的及び効果】 
　意欲ある農業者、農業集団等が目的達成のために作成したプランに位置づけた取り組み 
に対し支援を行い、地域農業の振興や活性化を図る。 

【事業の内容】 
○事業内容 
　事業実施主体が作成した「プラン」を実現するために必要な事業に対し助成する。
（補助率：ハード　県１/３、市１/６　ソフト　県１/２、市１/６）
　※新規雇用など一定の条件を満たせば、県１/６の嵩上げ補助あり。 
 
○補正の内容 
　(1)新規２件 
　　 鳥取（H29.6審査会）乾燥調製施設増築、精米機、精米倉庫増設 　13,545千円
　　 河原（H29.6審査会）乾燥機、管理機　　　　　　　　　　　　　 2,248千円
　(2)当初継続分補助金の減額　　　　　　　　　　　　　　　　　　△3,053千円

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 9,348 0 

農００１ 項　　目　　名 みんなでやらいや農業支援事業費

予算書項目 みんなでやらいや農業支援事業費 ページ 25 所　　属　　名

農林水産部 
農業振興課年度 H29

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 2,800 0 

その他 0 0 

一般財源 352 諸収入 0 

計 3,152 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 3,152 0 

林産業費

目 林業振興費

補正前額 12,615 

要求額 3,152 

総務部長段階査定額 3,152 

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-20-3235 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　林道を安全に通行し、林道機能を保持するため、点検、除草、修繕、改良、舗装等の維
持管理及び改良を行っている。 

【事業の目的及び効果】　　　 
   福部町地内にある林道箭渓線の法面が崩落し、林道利用に支障をきたすため、法面改良
工事を行い、機能維持を図る。

【事業の内容・実績】 
　林道箭渓線法面改良工事（L=15ｍ　A=250㎡）

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００２ 項　　目　　名 林道維持管理事業費

予算書項目 林道維持管理事業費 ページ 25 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 H29
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 266 0 

一般財源 1,200 諸収入 0 

計 2,666 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,666 266 

林産業費

目 林業振興費

補正前額 9,080 

要求額 2,666 

総務部長段階査定額 2,666 

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-20-3235 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　国庫補助事業（治山事業及び急傾斜地崩壊対策事業）及び単県急傾斜地崩壊対策事業の 
対象とならない荒廃林地及び急傾斜地において復旧事業を行い、公共施設、人家等の保全
を図っている。 

【事業の目的及び効果】　　　 
　大雪により２月に崩落した青谷町露谷地内の山腹を復旧し、家屋等への被害を防止す
る。
　 
【事業の内容・実績】 
　法面復旧工事　A=80㎡（植生工）

　※その他財源の負担金は、地元負担金

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,200 0 

農００３ 項　　目　　名 単県斜面崩壊復旧事業費

予算書項目 治山事業費 ページ 25 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 H29

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,400 諸収入 0 

計 2,400 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,400 0 

林産業費

目 林業振興費

補正前額 0 

要求額 3,345 

総務部長段階査定額 2,400 

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-20-3235 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取県内原木しいたけ生産者は高齢化が進み、生産者数は、昭和59年の1,399人から、平
成27年は280人と大きく減少し ている。
　 現在、鳥取県下で「鳥取茸王」のブランド化が推進されており、原木しいたけの生産振
興は重要な取り組みとなっている。

【事業の目的及び効果】 
　原木しいたけ生産者が減少する中、鳥取ブランド「鳥取茸王」を生産する新規生産者の
増加を 目指し、地域おこし協力隊により都市住民を受け入れ、青谷町において原木しいた
けの生産に従事し、地域に定着することで、原木しいたけ生産の振興を図る。 

【事業内容・実績】 
・地域おこし協力隊員（１名）青谷地域に配置 
　３年間で原木しいたけ栽培技術の習得向上を図るとともに、期間満了後は地域に定住し
ながら鳥取茸王のブランド化に取り組む。

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００４ 項　　目　　名 地域おこし協力隊事業費

予算書項目 林産物振興対策事業費 ページ 27 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 H29
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 18,846 諸収入 0 

計 21,146 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 21,146 0 

水産業費

目 水産業振興費

補正前額 50,092 

要求額 35,346 

総務部長段階査定額 21,146 

一般会計 【問合せ先】水産漁港係 0857-20-3236 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取市は、岩戸漁港（福部町）、酒津漁港・船磯漁港（気高町）、青谷漁港・夏泊漁
港・長和瀬漁港（青谷町）の６漁港を管理しており、漁港及び関連施設の維持管理を行
い、安全安心な漁業経営に寄与している。　 

【事業の目的及び効果】 
　夏泊漁港に隣接する山腹斜面が崩落したため、早急に安全対策を講じる。また、船磯漁
港において、冬季の波浪により、多くの砂が堆積し、漁業経営に支障をきたしているた
め、浚渫工事を実施する。
　   
【事業の内容】 
　・夏泊漁港　斜面点検調査、転石除去業務 
　・船磯漁港　航路・泊地浚渫工事　V=16,300m3

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,300 0 

農００５ 項　　目　　名 漁港施設維持管理事業費

予算書項目 漁港施設維持管理事業費 ページ 27 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 H29

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 2,500 0 

一般財源 0 諸収入 2,500 

計 2,500 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,500 0 

農業費

目 農地費

補正前額 0 

要求額 2,500 

総務部長段階査定額 2,500 

一般会計 【問い合わせ先】総務係 0857-20-3241

【１０次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　公園の遊具による事故により、老朽化した遊具等の管理に対する関心が高まっている 。
また、農村公園のコミュニティ活動の場としての重要性が再認識されている。 このたび、
気高町郡家集落が（一財）自治総合センターに申請していたコミュニティ事業が採択され
たことによるもの（平成29年3月30日）。
 
【事業の目的及び効果】 
　農村公園（地元部落管理）に安全な遊具等を整備し、公園を地区住民の 憩いの場及びコ
ミュニティ活動の場として有効に活用する。 
 
【事業の内容】 
　気高町郡家集落：遊具、ベンチ、標柱等の設置 

　※その他財源の諸収入はコミュニティ事業助成金

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００６ 項　　目　　名 コミュニティ助成事業費

予算書項目 コミュニティ助成事業費 ページ 25 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 H29

- 17 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００１ 項　　目　　名 気高道の駅（仮称）整備事業費

予算書項目 気高道の駅（仮称）整備事業費 ページ 29 所　　属　　名

都市整備部 
都市企画課年度 H29

一般会計 【問合せ先】事業調整係 0857-20-3253 
 
【１０次総の施策体系】4201 
 
【事業の経過及び背景】 
　平成30年中に山陰道鳥取西道路が全線開通することに伴い、道路管理者である鳥取県と
一体となり、浜村鹿野温泉ＩＣ（仮称）の隣地に気高道の駅（仮称）を整備する。（平成
30年度末完成予定）
　  
【事業の目的及び効果】  
　気高道の駅（仮称）を「地域外から活力を呼ぶゲートウェイ型」と「地域の元気を創る
地域 センター型」の両方の性格を併せ持つ施設として整備し、鳥取市西地域の賑わいと雇
用機会の創出につなげる。また、浜村・鹿野温泉等の観光資源のＰＲのための地域交流イ
ベント等を行うことで、鳥取市西地域のみならず、本市全域の観光振興に寄与することを
目的としている。
　また、防災拠点として、災害や緊急時の避難場所、救援物資の輸送拠点等に活用するこ
とができる施設とする。
 
【事業の内容】  
　造成工事に伴う盛土材料経費（23,000 ） 　111,952千円

　※その他財源の諸収入は鳥取県負担金

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 111,952 0 

土木管理費

目 土木総務費

補正前額 347,509 

要求額 111,952 

総務部長段階査定額 111,952 

地方債 87,400 

　

0 

その他 19,940 0 

一般財源 4,612 諸収入 19,940 

計 111,952 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００２ 項　　目　　名 鳥取西道路周辺環境整備事業費

予算書項目 鳥取西道路建設関連事業費 ページ 29 所　　属　　名

都市整備部 
都市企画課年度 H29

一般会計 【問合せ先】事業調整係　0857-20-3253 
 
【１０次総の施策体系】4201 
 
【事業の経過及び背景】 
　山陰道鳥取西道路「浜村鹿野温泉ＩＣ（仮称）～青谷ＩＣ」間は平成29年中の供用開
始、「鳥取西ＩＣ～浜村鹿野温泉ＩＣ（仮称）」間は平成30年中の供用開始に向けて事業
が進められている。現在、早期供用に向け国・県・市が連携し関係集落との調整を実施 し
ているが、付随する周辺地域環境整備も関係機関との連携により順次事業を進めている 。 
 
【事業の目的及び効果】 
　山陰道鳥取西道路本体工事の整備に併せ、周辺地域の生活環境等の整備を一体的に実施
することで、国・県・市等の関係機関と地元集落との事業推進体制を緊密なものとし、 進
捗が遅れている鳥取西ＩＣ～浜村鹿野温泉ＩＣ（仮称）間の円滑な事業推進と山陰道の早
期全線開通を図る。 
 
【事業の内容】 
　大満地区生活再建施設整備支援補助金 
　対象事業　鳥取西道路工事周辺地域の集会所等の改修費用 
　補助率　　3/5（限度額　12,000千円）

　※その他財源の繰入金は地域振興基金繰入金

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 6,489 0 

土木管理費

目 土木総務費

補正前額 12,581 

要求額 6,489 

総務部長段階査定額 6,489 

地方債 0 0 

その他 6,489 6,489 

一般財源 0 諸収入 0 

計 6,489 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００３ 項　　目　　名 地域共同施設災害復旧事業費

予算書項目 地域共同施設災害復旧事業費 ページ 29 所　　属　　名

都市整備部 
都市企画課年度 H29

一般会計 【問合せ先】事業調整係 0857-20-3253 
 
【１０次総の施策体系】4101 
 
【事業の経過及び背景】 
　平成29年1月の暴風雨により、青谷町における河川の水位上昇に対する樋門や排水ポンプ
の操作等の対応を行うための水防監視詰所が被災し、施設の復旧が必要となっている。 
 
【事業の目的及び効果】  
　台風、局地的集中豪雨及び地震等のにより、地域防災に必要な地域自治会等が管理して
いる共同施設に被害が生じた場合、被災した共同施設の復旧に必要な経費の一部を助成す
ることで、防災面での共同 施設機能を維持し、地域住民の生活の安定を図る。 

【事業の内容】  
　水防監視詰所の復旧整備 
　 補助率　　1/2（県1/4、市1/4）　限度額　600千円
　実施場所　青谷町青谷地区（駅前区）1ヶ所

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 300 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 600 0 

土木管理費

目 土木総務費

補正前額 0 

要求額 600 

総務部長段階査定額 600 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 300 諸収入 0 

計 600 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００４ 項　　目　　名 地域おこし協力隊事業費

予算書項目 遊休不動産利活用推進事業費 ページ 21 所　　属　　名

都市整備部 
中心市街地整備課年度 H29

一般会計 【問合せ先】中心市街地整備課 0857-20-3276

【１０次総の施策体系】3203

【事業の経過及び背景】 
  本市では中心市街地活性化の取り組みとして、空き家・空き店舗の遊休不動産の利 活用
を通じて、賑わいの創出や居住推進につなげる取り組みを行っている。 
　平成28年度には鳥取市リノベーションまちづくり構想を策定し、先行して遊休不動産を
利活 用するエリアを示し、地域の状況を踏まえながら複数の事業化を目指すことと してい
る。そのためには、遊休不動産に関する情報を収集し、行政、地域住民及び民間まちづく
り会社が連携して 取り組みを推進することが必要である。
　 
【事業の目的及び効果】 
　リノベーション手法を活用した遊休不動産の複数の事業化による中心市街地の賑わ いの
創出や居住推進を図る。

【事業の内容】 
　・地域おこし協力隊　1名配置
　・中心市街地内（特に先行エリア）の利活用可能な遊休不動産に関する情報の掘り
　　起し、調査 研究、相談対応等 
　・「リノベーションまちづくり会議（仮称）」の運営 

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 3,258 0 

総務管理費

目 企画費

補正前額 0 

要求額 3,650 

総務部長段階査定額 3,258 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,258 諸収入 0 

計 3,258 その他 0 

行財政改革課処理欄

- 19 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００５ 項　　目　　名 急傾斜地崩壊対策事業費

予算書項目 急傾斜地崩壊対策事業費 ページ 29 所　　属　　名

都市整備部 
都市環境課年度 H29

一般会計 【問合せ先】河川係 0857-20-3256 

【１０次総の施策体系】4201 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取県に要望していた浜村地区急傾斜地崩壊対策事業の予備調査を実施していたとこ
ろ、 計画予定地斜面の一部に鳥取市の土地が存在することが判明した。
　急傾斜事業は急傾法第１２条第１項により官所有の土地は、所有者が整備を実施するこ
ととなっており、県事業において整備が困難であることから、県と協議を行った結果、鳥
取市所有地に係る設計施工について、平成28年度に事業主体である鳥取県に委託した。
　しかし、鳥取県中部地震の発生に伴う震災対応のために一部業務が取りやめとなったこ
とから、市所有地に係る残業務を市で実施することとなった。
 
【事業の目的及び効果】 
　鳥取県が行う急傾斜崩壊対策事業と鳥取市が行う自然災害防止事業により急傾斜地への
防災対策を行い、安心安全な居住空間を確保する。 
 
【事業の内容】 
　鳥取県が施工する計画区間と同一箇所で、鳥取県中部地震に伴い平成28年度に一部取り
やめとな った用地測量を実施する。 
　　自然災害防止事業 
　　浜村地区災害防除事業に伴う用地測量業務 

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,434 0 

河川費

目 河川総務費

補正前額 0 

要求額 2,434 

総務部長段階査定額 2,434 

地方債 2,400 0 

その他 0 0 

一般財源 34 諸収入 0 

計 2,434 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００６ 項　　目　　名 道路管理費

予算書項目 道路管理費 ページ 29 所　　属　　名

都市整備部 
道路課年度 H29

一般会計 【問合せ先】管理係、維持第一係、維持第二係 0857-20-3261、3262、3263 

【１０次総の施策体系】4201 

【事業の経過及び背景】
　管理すべき市道延長の増加、道路施設の増加、老朽化により一定規模の管理費・維持補
修費が必要である。

【事業の目的及び効果】
　道路及び道路施設等の維持作業、損傷箇所の修繕を行い、市道を適切に管理する。

【事業の内容】
　市道除雪作業中の隣接家屋の基礎石積み部分を破損した物損事故の損害賠償金
　1.事故発生日時　平成29年2月13日
　2.事故場所　　　市道下佐貫下田線（鳥取市曳田1022番地6）
　3.損害賠償額　　656,640円（うち500千円は既決予算で対応）

　※その他財源の諸収入は自動車損害賠償保険金

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 157 0 

道路橋梁費

目 道路維持費

補正前額 275,062 

要求額 157 

総務部長段階査定額 157 

地方債 0 0 

その他 157 0 

一般財源 0 諸収入 157 

計 157 その他 0 

行財政改革課処理欄

- 20 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００７ 項　　目　　名 除雪費

予算書項目 除雪関係費 ページ 29 所　　属　　名

都市整備部 
道路課年度 H29

一般会計 【問合せ先】管理係 0857-20-3261
 
【１０次総の施策体系】4201 

【事業の経過及び背景】
　冬季の生活路線の円滑な交通を確保する。
　
【事業の目的及び効果】
　幹線、バス路線を主とした市道の除雪を行い円滑な交通を確保する。

【事業の内容】 
　町内会に貸与している除雪機333台を3年周期（111台ずつ）で点検を行う。
　12,960円×111台

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,439 0 

道路橋梁費

目 道路維持費

補正前額 3,315 

要求額 1,799 

総務部長段階査定額 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,439 諸収入 0 

計 1,439 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００８ 項　　目　　名 社会資本整備総合交付金事業費

予算書項目 地方道路整備交付金事業費 ページ 29 所　　属　　名

都市整備部 
道路課年度 H29

一般会計 【問合せ先】管理係 0857-20-3261 

【１０次総の施策体系】4201 

【事業の経過及び背景】
　社会資本整備総合交付金による市道整備を推進する。

【事業の目的及び効果】
　集落間を結ぶ生活に密着した道路である市道の改良、舗装補修、側溝修繕等を行うこと
により、利用者の利便性向上を図るとともに、安全な道路環境を整える。

【事業の内容・実績】 
　河原インター山手工業団地内にある市道河原インター山手3号線の一部を廃止したことに
伴う、市道用地取得に充てた社会資本整備総合交付金の返還金。

　廃止面積等　：862.74㎡　563,352円
　交付金返還額：563,352円×55％＝309,843円

　※その他財源の財産収入は公有財産売払収入

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 310 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 310 0 

道路橋梁費

目 道路新設改良費

補正前額 432,172 

要求額 310 

総務部長段階査定額 310 

地方債 0 0 

その他 310 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 310 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都００９ 項　　目　　名 防災・安全交付金事業費

予算書項目 地方道路整備交付金事業費 ページ 29 所　　属　　名

都市整備部 
道路課年度 H29

一般会計 【問合せ先】管理係 0857-20-3261 

【１０次総の施策体系】4201 

【事業の経過及び背景】
　社会資本整備総合交付金による市道整備を推進する。

【事業の目的及び効果】
　集落間を結ぶ生活に密着した道路である市道の改良、舗装補修、側溝修繕等を行うこと
により、利用者の利便性向上を図るとともに、安全な道路環境を整える。

【事業の内容】 
　・地域に配置する小型除雪機（44台）購入費　27,720千円
　・凍結防止剤散布車（1台）購入費 　　　　 　13,824千円

款 土木費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 10,099 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 41,544 0 

道路橋梁費

目 道路新設改良費

補正前額 1,089,835 

要求額 138,922 

総務部長段階査定額 41,544 

地方債 29,800 0 

その他 0 0 

一般財源 1,645 諸収入 0 

計 41,544 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都０１０ 項　　目　　名 補助災害復旧費（道路課）

予算書項目 現年発生災害復旧費 ページ 33 所　　属　　名

都市整備部 
道路課年度 H29

一般会計 【問合せ先】維持第１係、維持第２係 0857-20-3262、3263 

【１０次総の施策体系】4201 

【事業の経過及び背景】 
　平成29年2月の融雪により被災した市道を公共土木災害復旧事業により復旧する。 

【事業の目的及び効果】 
　早期の復旧により速やかに適切な交通開放を行う。 

【事業の内容】 
　市道船木広岡1号線（広岡地内）
　復旧延長：Ｌ＝61.5ｍ
　道路幅員：ｗ＝ 5.0ｍ

款 災害復旧費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 6,301 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 17,552 0 

災害復旧費

目 公共土木災害復旧費

補正前額 0 

要求額 17,552 

総務部長段階査定額 17,552 

地方債 11,200 0 

その他 0 0 

一般財源 51 諸収入 0 

計 17,552 その他 0 

行財政改革課処理欄

- 22 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

都０１１ 項　　目　　名 定期借地権付土地分譲制度活用による地域活性化事業費

予算書項目 財産管理費 ページ 21 所　　属　　名

都市整備部 
建築住宅課年度 H29

一般会計 【問合わせ】住宅係　0857-20-3291 

【１０次総の施策体系】4201 

【事業の経過及び背景】 
　青谷町望町団地（所有：鳥取県住宅供給公社）及び鹿野町湯川団地（所有：鳥取市土地 
開発公社）は、昨今の住宅着工件数の減少などにより 販売実績が低迷している。
　こうした状況を少しでも好転させるため、新しい分譲制度 として「土地の所有から利用
へ」という形態が可能となる『定期借地権付土地分譲』を平成25年度から導 入している。 

【事業の目的及び効果】
　申込者（借地人）は保証金と土地賃料のみで土地を利用することができ、土地を購 入す
るよりも少ない資金で住宅を所有することが可能となる。

【事業の内容】 
　定期借地権付土地分譲のための土地購入費用

　購入価格　：土地Ａ 9,045,700円
　　　　　　　土地Ｂ 9,771,300円
　　　　　　　合計　18,817,000円（うち10,354千円は既決予算で対応）
　分譲予定地：鹿野町湯川団地　2棟
　賃借料　　：11,900円/月 ～ 12,900円/月
　借地期間　：51年（借地期間50年＋建物撤去期間1年） 
　
　※その他財源の財産収入は土地貸付賃料

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 38 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 8,463 0 

総務管理費

目 財産管理費

補正前額 10,806 

要求額 8,463 

総務部長段階査定額 8,463 

地方債 0 0 

その他 38 0 

一般財源 8,425 諸収入 0 

計 8,463 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００１ 項　　目　　名 事務局運営費（教育総務課）

予算書項目 事務局運営費等 ページ 31 所　　属　　名

教育委員会事務局 
教育総務課年度 H29

一般会計 【問合せ先】総務係 0857-20-3352 

【１０次総の施策体系】1102 
 
【事業の経過及び背景】
　鳥取市立中学校総合誌への記載内容に不法行為があったとして、市民からの要望書を受
け、教育委員会が回答を行ったが、その回答文書の作成と決裁の過程で虚偽の記載があり
精神的苦痛を受けたなどとして、平成２５年度に鳥取市を被告とする損害賠償請求の訴え
が起こされた。
　鳥取地方裁判所による第１審判決（平成２６年１０月）では、市の不法行為は無いもの
と判断され、原告の請求は棄却。その後、原告は控訴したが、広島高等裁判所松江支部に
よる棄却（平成２７年４月）、 高裁判所による棄却（平成２７年８月）の判決が確定し
ている。
　この度の事案は、平成２１年に教育委員会が回答した文書の内容が虚偽の不法行為によ
るものであり、これにより精神的な苦痛を受けたとして慰謝料３００万円及び８年間分の
利息の支払いを求めて提起されたもの。

【事業の内容】
　訴状にある不法行為はないものと判断し、原告の請求について棄却を求めるもの。
　平成２９年４月１７日に口頭弁論が開かれ結審。（平成２９年５月２４日判決予定）
　本訴訟に係る事務処理が終了した場合の、弁護士に対する報酬金を支払うもの。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 324 0 

教育総務費

目 事務局費

補正前額 1,535 

要求額 324 

総務部長段階査定額 324 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 324 諸収入 0 

計 324 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００２ 項　　目　　名 学校管理経費（小学校）

予算書項目 学校管理事務費等 ページ 31 所　　属　　名

教育委員会事務局 
教育総務課年度 H29

一般会計 【問合せ先】学校施設係 0857-20-3353 

【１０次総の施策体系】1102 
 
【事業の経過及び背景】
　平成２９年２月の大雪により、美保南小学校の受水槽が破損し、破片等の飛散により隣
接アパートのエアコン室外機等を破損した。

【事業の内容】
　・美保南小学校受水槽破裂に伴う賠償金。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 290 0 

小学校費

目 学校管理費

補正前額 90,281 

要求額 564 

総務部長段階査定額 290 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 290 諸収入 0 

計 290 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００３ 項　　目　　名 少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業費

予算書項目 教育改革推進事業費 ページ 31 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校教育課年度 H29

一般会計 【問合せ先】指導係 0857-20-3357 

【１０次総の施策体系】1102 

【事業の経過及び背景】 
　近年の少子化・人口減少の進展に伴い、学校統合による魅力ある学校づくりや小規模校 
のメリットを 大化しデメリットを 小化する学校づくりといった小・中学校教育の高度 
化の取組の加速が求められてきている。鹿野地域では、小中９年間の一貫校をめざし、保 
護者・地域・教職員等の参画による推進委員会を立ち上げ、魅力ある学校づくりに向けて 
取り組んでいる。現在、平成３０年４月に、施設分離型、５・４制義務教育学校を開校さ 
せるという基本方針を決定し、準備を進めている。 

【事業の目的及び効果】 
　９年間を通した小中一貫教育や地域に支えられた教育により、めざす子ども像が実現さ 
れ、地域や保護者から信頼される学校づくりが行われる。また、地域の特色を活かした教 
育活動により、地域の活性化にもつながる。 

【事業の内容】 
　○小中合同教職員研究会の実施 
　○先進地視察の実施 
　○施設分離型、５・４制義務教育学校の概要リーフレット、カリキュラム冊子等の作成
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,028 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,028 0 

教育総務費

目 教育振興費

補正前額 0 

要求額 1,028 

総務部長段階査定額 1,028 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 1,028 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００４ 項　　目　　名 要保護・準要保護児童就学援助費（小学校）

予算書項目 要保護・準要保護児童就学援助費 ページ 31 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校保健給食課年度 H29

一般会計 【問合せ先】学校保健・支援係 0857-20-3376 

【１０次総の施策体系】1102 

【事業の経過及び背景】 
　学校教育法第１９条により経済的な理由により就学困難と認められる児童生徒 に対して
就学に要する経費を支給している。準要保護世帯への援助に関しては 平成１７年度より税
源移譲が行われた上で国庫補助が廃止されている。 
　なお、平成２６年度より消費税増税、平成２８年度よりバス借り上げ代高騰に伴う保護 
者の負担増を考慮し、支給金額の単価を増額している。 

【事業の目的及び効果】 
　要保護及び準要保護世帯の経済的負担の縮減を図る。 

【事業の内容】 
　・国の単価改定に伴い、新入学児童生徒学用品費の単価見直しを行う。 
　・平成３０年度新入学児童より、新入学用品の入学前支給を実施する。 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 9,818 0 

教育総務費

目 教育振興費

補正前額 27,936 

要求額 9,818 

総務部長段階査定額 9,818 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 9,818 諸収入 0 

計 9,818 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００５ 項　　目　　名 要保護・準要保護児童就学援助費（中学校）

予算書項目 要保護・準要保護児童就学援助費 ページ 31 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校保健給食課年度 H29

一般会計 【問合せ先】学校保健・支援係 0857-20-3376 

【１０次総の施策体系】1102 

【事業の経過及び背景】 
　学校教育法第１９条により経済的な理由により就学困難と認められる児童生徒 に対して
就学に要する経費を支給している。準要保護世帯への援助に関しては 平成１７年度より税
源移譲が行われた上で国庫補助が廃止されている。 
　なお、平成２６年度より消費税増税、平成２８年度よりバス借り上げ代高騰に伴う保護 
者の負担増を考慮し、支給金額の単価を増額している。 

【事業の目的及び効果】 
　要保護及び準要保護世帯の経済的負担の縮減を図る。 

【事業の内容】 
　・国の単価改定に伴い、新入学児童生徒学用品費の単価見直しを行う。 
　・平成３０年度新入学生徒より、新入学用品の入学前支給を実施する。 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 15,014 0 

教育総務費

目 教育振興費

補正前額 39,383 

要求額 15,014 

総務部長段階査定額 15,014 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 15,014 諸収入 0 

計 15,014 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００６ 項　　目　　名 学校給食未納対策費（学校現場における業務改善加速化事業費）

予算書項目 学校給食未納対策費（学校現場における業務改善加速化事業費） ページ 33 所　　属　　名

教育委員会事務局 
学校保健給食課年度 H29

一般会計 【問合せ先】学校給食係 0857-20-3372 

【１０次総の施策体系】1102 

 【事業の経過及び背景】
　文部科学省では、教員が子どもたちと向き合う時間を確保するため、学校現場における
業務改善の取組を推進する事業として、｢学校現場における業務改善加速事業｣(委託事業)
を実施。

【事業の目的・効果】
　学校徴収金を教員の業務としてではなく、学校を設置する地方自治体が自らの業務とし
て、学校徴収金の徴収・管理の責任を担っていく体制づくりを整備することにより、学校
現場の負担軽減等を図る。

【事業の内容】 
　学校徴収金（給食費、補助教材費）を平成３０年４月から公会計化することとし、実施
に向けた取り組みを行う。
　財源　　　　　　　　県１０/１０(国再委託事業)
　委託期間　　　　　　平成２９年７月～平成３０年３月
　給食費未納徴収員　　嘱託職員１名
　公会計化準備補助員　臨時職員１名

　※給食費未納徴収員については、｢学校現場における業務改善加速事業｣へ経費の一部を
　振替する もの。 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,944 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,334 0 

保健体育費

目 学校給食費

補正前額 2,752 

要求額 1,334 

総務部長段階査定額 1,334 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 △ 1,610 諸収入 0 

計 1,334 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００７ 項　　目　　名 プール管理費

予算書項目 プール管理費 ページ 33 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 H29

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-20-3373 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【事業の経過及び背景】
　河原市民プールは井戸水を利用しているが、５月に送水管の漏水が判明した。
　漏水箇所が市道曳田丸山線の道路下部であり、土砂流出による道路陥没が懸念されるた
め、早急な対応が必要である。

【事業の目的及び効果】 
　河原市民プールの円滑な運営により、市民の体育振興と健康増進に寄与するとともに、
道路事故を未然に防止する。

【事業の内容】
　市道曳田丸山線修繕（河原町曳田地内、県道鷹狩渡一木線交差点付近）　１か所

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,566 0 

保健体育費

目 体育施設費

補正前額 10,087 

要求額 1,566 

総務部長段階査定額 1,566 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,566 諸収入 0 

計 1,566 その他 0 

行財政改革課処理欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００８ 項　　目　　名 市民体育館等再整備事業費

予算書項目 体育施設再整備事業費 ページ 33 所　　属　　名

教育委員会事務局 
生涯学習・スポーツ課年度 H29

一般会計 【問合せ先】施設係 0857-20-3373 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【事業の経過及び背景】 
　市民体育館は、築後４０年以上が経過し、老朽化による大規模改修が大きな課題となっ
ていたことに併せて、平成 ２２年に実施した耐震診断では、耐震補強を要する施設である
ことが判明した。
　市民体育 館の廃止・統合も含めた今後のあり方を検討するため、平成２６年 度に「市民
体育館等の再整備に関わる基礎調査業務」を実施し、平成２７年度に外部有識者による
「市民体育館等あり方検討委員会」を設置した。
　平成２８年６月に「市民体育館は必要である」とした「提言書」がまとめられ、市はこ
の提言を受けて、市民からの意見募集と民間事業者との意見交換を実施し、「鳥取市民体
育館再整備基本構想（案）」を取りまとめた。

【事業の目的及び効果】
　年間１０万人以上の利用がある市民体育館は、老朽化と耐震性への対応が喫緊の課題と
なっている。鳥取市民体育館再整備基本構想に基づき、民間活力の導入を含む事業手法全
般の検証を行い、整備手法とスケジュールを明確にした基本計画を策定する。
　 
【事業の内容】 
・整備基本計画検討
　　前提条件の整理、計画地の基礎調査、導入機能の検討、施設計画の検討、管理運営
　　計画の検討、事業費の算出、要求水準書（素案）の検討
・事業整備手法検討
　　前提条件の整理、民間活力導入可能性の検討、民間事業者サウンディング、実施可
　　能性の評価、事業スケジュールの検討、実施に向けた課題整理

　※その他財源の繰入金は公共施設等整備基金繰入金
 

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 9,070 0 

保健体育費

目 体育施設費

補正前額 481 

要求額 9,070 

総務部長段階査定額 9,070 

地方債 0 0 

その他 8,640 8,640 

一般財源 430 諸収入 0 

計 9,070 その他 0 

行財政改革課処理欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

教００９ 項　　目　　名 歴史博物館管理費

予算書項目 歴史博物館管理費 ページ 31 所　　属　　名

教育委員会事務局 
文化財課年度 H29

一般会計 【問合せ先】保存整備係 0857-20-3367 

【１０次総の施策体系】3302 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取市歴史博物館の貴重な収蔵品や展示品を保護するため、ヒートポンプチラー２台が
コンピューター制御により相互に補完し２４時間稼働するシステムになっている空調機の
うち１台が故障した。

【事業の内容】 
　指定管理者が行う空調機チラーの緊急修繕に係る負担金。

款 教育費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,512 0 

社会教育費

目 文化財保護費

補正前額 124,841 

要求額 1,512 

総務部長段階査定額 1,512 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,512 諸収入 0 

計 1,512 その他 0 

行財政改革課処理欄

- 28 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００１ 項　　目　　名 福部土地改良区総代選挙費

予算書項目 福部土地改良区総代選挙費 ページ 23 所　　属　　名

選挙管理委員会事務局 
年度 H29

一般会計 【問い合わせ先】選挙係 0857-20-3386 

【１０次総の施策体系】5301 

【事業の経過及び背景】
　任期満了に伴う福部土地改良区総代選挙を執行する。

【事業の目的及び効果】
　土地改良法及び同法施行令に基づき、総代の選出を行う。

【事業の内容】 
　福部土地改良区総代選挙執行経費 
　　任期満了日　　　　　平成２９年８月１６日
　　選挙期日（投票日）　任期満了日前３０日以内で、土地改良区の同意を得て定める日
　　投票時間　　　　　　午前９時から午後４時まで
　　選挙期日の告示日　　選挙期日の７日前
　　選挙区　　　　　　　５選挙区
　　定　数　　　　　　　３１人
　　任　期　　　　　　　４年
　　期日前投票　　　　　なし

　※その他財源の諸収入は土地改良区負担金

款 総務費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 587 0 

選挙費

目 福部土地改良区総代選挙費

補正前額 0 

要求額 587 

総務部長段階査定額 587 

地方債 0 0 

その他 587 0 

一般財源 0 諸収入 587 

計 587 その他 0 

行財政改革課処理欄
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国 県 起 債 そ の 他 一般財源

135,772 120,687 15,085

　[事業の目的]

　[事業の内容]

　[これまでの関連する取組み]

　[今後の取組み]

　平成29年度～30年度   新園舎棟建築工事
　　　　　　　　　　　　　　    既存園舎改修・解体
　平成30年10月頃         完了検査

平成２９年度６月補正予算債務負担行為の概要

事 業 名

保育所緊急整備事業費補助金

限 度 額

　国の待機児童対策として創設された「保育所等整備交付金」の補助事業として、民間法人が計画して
いる保育所施設整備に対する助成をおこない、保育所の定員を増加させ、待機児童対策に資する。

○さとに保育園の増改築工事に対して補助金の交付を行う。
　補助金交付先　 社会福祉法人　さとに会
　整備内容　  　 　増改築
　場所　　　　　     鳥取市里仁27
  建物　　　　　     鉄骨造2階建て　定員150→165名(15名増予定)
　延床面積　　     990.5㎡

  平成28年度　　　　基本計画・敷地測量
  平成29年度4月　 基本設計・地盤調査

[単位：千円]

期 間
財 源 内 訳

担 当 課

こども家庭課

平成30年度
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